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会社概要 事業内容（2024年４月時点）

・会社名：株式会社マキヤ

・創業：1895年６月 ➢店舗形態：総合ディスカウントストア

・設立：1953年８月 ➢店舗数：21店舗

・本店所在地：静岡県沼津市三枚橋字竹の岬709-1 ➢静岡県、神奈川県

・本部所在地：静岡県富士市大渕2373 ➢売上構成比：61.0％

・代表取締役会長：川原﨑　康雄 ➢店舗形態：食品スーパー

・代表取締役社長：早川　紀行 ➢店舗数：14店舗

・資本金：11億9,831万円 ➢静岡県

・発行済株式総数：10,540,200株 ➢売上構成比：12.8％

・株主総数：4,080名

・上場市場：東京証券取引所スタンダード市場 ➢店舗形態：オリジナル食品スーパー（ＦＣ店）

・連結従業員数：社員 449名 ➢店舗数：51店舗

　　　　　　　　パート/アルバイト 1,540名（8時間換算） ➢静岡県、山梨県、神奈川県、埼玉県

・直近業績（連結 2023年3月期） ➢売上構成比：24.3％

　‣営業収益　715億円

　　➢売上内訳小売業 99％（日配加工食品 59％、生鮮食品 19％、 ➢店舗形態：リユースショップ（ＦＣ店）

HBC 8％、住関連 6％、家電・レジャー 3％、 ➢店舗数：7店舗

生活関連 3％、その他 2％）、不動産賃貸 1％ ➢静岡県

　‣経常利益　18憶円 ➢売上構成比：0.8％

・主要株主（敬称略）

　‣マキリ 43.5％、マキヤ取引先持株会 7.6％、マキヤ奨学会 7.0％、 ➢店舗形態：インテリア・雑貨ショップ

　 静岡銀行 5.0％、スルガ銀行 4.9％ ➢店舗数：3店舗

・連結子会社：株式会社ＭＫ・サービス ➢静岡県、神奈川県

（100％所有）（物流、精肉加工、惣菜･弁当の製造） ➢売上構成比：0.2％

株式会社ユージュアル（2024年２月新規子会社）

（総合ＥＣ事業） ➢店舗形態：100円均一ショップ

・関連団体： 公益財団法人マキヤ奨学会 ➢店舗数：8店舗

（奨学金の給付事業） ➢静岡県、神奈川県、埼玉県

➢売上構成比：0.9％
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エスポット新横浜店
横浜市営地下鉄ブルーライン北新横浜
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マキヤグループの強み

　静岡県内のドミナントトッププレーヤーとして、地域特性に合わせた総合アメニティ企業として複数業態を展開、
　グループ間のシナジーも創出しながら安定した業績を誇る

静岡県ドミナントトッププレーヤーの強み

■ 静岡県、山梨県、神奈川県、埼玉県に約100店舗を展開し、

静岡県では全国展開のＳＭ/DSを除くと地域トップシェア

■ 地域密着の総合アメニティ企業として、地域特性/ニーズ

に即した店舗展開が可能

DS形態を主軸とした価格競争力

■ ディスカウント業態を主軸とし、価格競争力が高い店舗を

軸に集客。他業態への送客が可能

■ 地域に根差した仕入れネットワークにより安価な仕入れを

実現

複数業態展開のシナジー

■ HBC、生活関連、住関連及び食品を扱うエスポット及び

業務スーパーの２業態を中心として、複数業態の店舗を

組み合わせることで、一括購買の顧客利便性向上を実現

■ 相互利用可能なポイント制度、ハウス電子マネー等、

各業態間のシナジーを創出

★ ＥＣ事業との融合による商品力向上、マーケットの拡大

1
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マキヤグループの強みを形成するトライアングル

    3



推奨販売と価格競争力

複数業態展開のシナジー

売上前年比　 エスポット107.0％　業務スーパー108.8％
ポテト・マミー104.8％、ダイソー106.1％
ハードオフ等106.7％、エ・コモード102.6％

業態別売上高（収益認識会計基準適用前）  業態別売上高伸長率

38,662
15,701

8,014 600 477 122

2024年3⽉期第3四半期
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（単位：百万円未満切捨て、％）

金額 売上比 金額 売上比

売 上 高 53,724           100.0       57,723           100.0       107.4       

売 上 総 利 益 12,268           22.8         12,964           22.5         105.7       

営 業 収 入 54,210           － 58,193           － 107.3       

営 業 総 利 益 12,754           23.7         13,434           23.3         105.3       

販 売 費 806                1.5           847                1.5           105.1       

人 件 費 5,085             9.5           5,279             9.1           103.8       

水 道 光 熱 費 1,061             2.0           917                1.6           86.4         

不 動 産 賃 借 料 1,522             2.8           1,524             2.6           100.1       

そ の 他 2,920             5.4           3,054             5.3           104.6       

販売費及び一般管理費 11,396           21.2         11,622           20.1         102.0       

営 業 利 益 1,357             2.5           1,812             3.1           133.5       

経 常 利 益 1,498             2.8           1,922             3.3           128.3       

四 半 期 純 利 益 1,008             1.9           1,308             2.3           129.8       

１株当たり四半期純利益 101.00           － 131.05           － 129.8       

① 売上高・・・全業態が好調に推移し増収

　　　　　　　 食品⇒「生鮮」「日配」「グロサリー」の全部門が引き続き好調に推移し増収

　　　　　　　 非食品⇒「ＨＢＣ（ヘルス＆ビューティーケア）」部門、リユース事業が順調に推移し増収

② 売上総利益率・・・「競合店対抗による価格戦略」・「仕入価格の上昇」等による値入率の低下で0.3％ダウン

③ 販売費及び一般管理費・・・給与のベースアップ等による人件費コストの増加があったものの、「作業改革」に

よる生産性の向上及び水道光熱費の減少等により、経費率は1.1％の改善

④ 経常利益・・・前年同期比28.3％増で424百万円の増益

2023年３月期第３四半期 2024年３月期第３四半期
前年同期比

第72期第３四半期 【連結】 損益計算書
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2023年11月7日に下記のとおり通期業績予想の上方修正を発表いたしました。

（単位：百万円未満切捨て、％）

金額 売上比 金額 売上比 前期比 金額 売上比

売 上 高 70,938 100.0 72,600 100.0 102.3 75,100 100.0 105.9 103.4 

営 業 利 益 1,635 2.3 1,670 2.3 102.1 2,130 2.8 130.2 127.5 

経 常 利 益 1,812 2.6 1,830 2.5 100.9 2,300 3.1 126.9 125.7 

当 期 純 利 益 1,187 1.7 1,188 1.6 100.1 1,470 2.0 123.8 123.7 

1株当たり当期純利益 118.91円 — 118.99円 — 100.1 147.24円 — 123.8 123.7 

1株当たり年間配当金 15.0円 — 20.0円 — 133.3 20.0円 — 133.3 100.0 

PBR(株価純資産倍率) 0.39倍 — 0.39倍 — 98.5 0.55倍 — 140.5 142.6 

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　「作業改革」による生産性の向上

第72期 【連結】 損益計画

2023年３月期
2024年３月期
（修正後計画）

※PBRは2023年3月期は2023年3月末時点の株価、 2024年3月期（当初計画）は2023年6月29日（株主総会開催日）

時点の株価、2024年3月期（修正後計画）は2023年10月末時点の株価により算定しております。

2024年３月期
（当初計画）

前期比 当初比

　・ 売上高、利益の上方修正 ・・・ 食品等の原材料価格の高騰による販売価格の上昇

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 「安心安価（ＥＬＰ）の価格戦略

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　マキヤプリカなどの販促施策強化
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経営指標の推移
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業態別売上高（収益認識会計基準適用前）  業態別売上高伸長率

マキヤプリカ「ＬＩＮＥミニアプリ」による
キャッシュレス決済の利便性の強化

株式会社バリューデザイン、

株式会社デジクルとの

『強力連携』によるオリジナル

プリペイド型電子マネーの展開

とデジタル販促展開

⽩カード･･･チャージ機能がない旧カード
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ユージュアルグループの完全子会社化
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<経営課題への取り組み方針>

①　「価値価格（価格÷価値）の安さの訴求
②　「商品力・品揃え」の徹底強化
③　「安心安価（ＥＬＰ）」の実践とＰＢ（プライベートブランド）・ＬＢ（ローカルブランド）
　　の販売強化
④　「ロス額」削減と「過剰在庫・死に筋在庫」の撲滅
⑤　「品薄・欠品」の撲滅とフェイスＵＰ
⑥　「作業改革」で「働き方」改革の推進

<サステナビリティへの取り組み>

[環　境] ◇再生エネルギーの活用（太陽光パネル等）
◇店内照明、冷ケース照明のＬＥＤ化とシステム監視等による電力消費省力化
◇食品ロスの削減
　　☞ＫＰＩ・SPTｓ･･･2030年度までに食品廃棄率52％減、CO2排出量31％減
・資源ごみ、プラスチック容器等のリサイクル促進
・リサイクル事業（ハードオフ・オフハウス）の強化（2024年4月新店ＯＰＥＮ）

[社会問題] ・災害時における必要物資等の供給体制の整備
・大規模災害における地域社会への貢献
・福祉施設等への貢献
・スポーツの振興への貢献や奨学金給付事業などによる青少年の健全育成と健康長寿の

[人的資本] ・女性が活躍できる雇用環境の整備
・年次有給休暇の取得促進
・新人事制度計画の推進（2024年度正社員賃上げ率+6.9％）
・人的生産性の向上

<企業価値向上（ＰＢＲ改善）への取り組み検討>

①　ＩＲ活動の強化　 企業情報発信の強化、月次売上速報の開示、株主アンケートの実施

Ｗｅｂサイトリニューアル、決算説明会等の開催

②　将来ビジョンの提示　 ＰＢＲ対策を含めた中長期ビジョンの策定と公表

③　株主還元策の検討 配当方針、資本政策の策定と公表
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